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日時：2012年 10月 16日（火） 16:00～20:00 

場所：函館市民会館大ホール   



１．趣旨 

今年の日本地震学会秋季大会において，１０月１６日（火）１６時―２０時に特別シ

ンポジウム『「ブループリント」５０周年―地震研究の歩みと今後』が開催される．こ

れは，昨年秋の「特別シンポジウム」に続く，特定の課題に関する討論を主体とする企

画であるが，このタイトルを掲げるシンポジウムはこれまで開催されたことがなく，ま

た今後開催されることもおそらくない，今回限りのユニークな企画であろう．   

ほとんどの学会会員は御存知だと思うが，「ブループリント」は日本における地震予

知研究の出発点である．「ブループリント」の正式名称は「地震予知―現状とその推進

計画」であり，有志グループ（代表：坪井忠二，和達清夫，萩原尊礼）が１９６２年に

発表した．これに基づいて１９６５年に予知研究計画が開始し，現在に至っている．  

「ブループリント」及びその後の一連の研究・観測事業をどのように評価するかについ

ては様々な意見があるが，日本の地震研究の歴史に「ブループリント」が大きな影響を

及ぼしたことは間違いない．昨年の東日本大震災を受けて，今後予知研究を含めて地震

に関する研究・観測事業はどうあるべきか，という重要課題が山積しているが，これら

の課題について正確な議論をするためには，先ず，「ブループリント」から現時点まで

の研究の歩みを知っておくべきであると考え，今回の特別シンポジウムの企画を提案し

た．   

今回の特別シンポジウムは，当日現地入りされる参加者を考慮して１６時に開始し，

２０時までの短い時間ではあるが，地震研究の今後を議論する上で有意義な知見を得る

ことができるであろう．この特別シンポジウムは，これまでの５０年の地震研究から次

世代の地震研究への大きな転換点となると考えているので，是非ご参加いただきたい． 

 

２．参加登録・取材について 

秋季大会の他のセッションと同様に，本シンポジウムの参加には大会参加登録が必要

で あ る ． 詳 し く は ， 日 本 地 震 学 会 2012 年 秋 季 大 会 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.zisin.or.jp/meeting/2012/index.html）を参照のこと． 

マスコミの取材は他のセッションと同条件で行っていただきたい．（詳細については

学会事務及び広報委員長にお尋ねください）． 

 

３．総合討論について 

 去年の特別シンポジウムでの討論はテーマが多岐にわたり，多少噛み合わなかったと

言えるだろう．その教訓を活かして，本シンポジウムで発表者の論点を踏まえ，総合討

論開始時に３つ程度のテーマをアナウンスして，テーマ毎の討論を行う． 

 

４．意見集について 

昨年の特別シンポジウムとほぼ同様，大会後に「意見集」を出版する予定である．（地

震学会モノグラフとして出版することを検討中．）意見集には，シンポジウム発表者か

らの投稿（原則として１０ページ以内）とそれ以外の学会員からの投稿を期待している．

発表者以外の投稿希望者は，１０月１６日（火）～１０月２３日（火）の間に特別シン

ポジウム実行委員会（bob@eps.s.u-tokyo.ac.jp）宛に１ページ以内の提案書（pdf 若し

くはワード形式）を送付すること．提案書の内容を実行委員会で審議し，投稿を認可す



るかどうかを１０月末まで連絡する．発表者・一般投稿者共に投稿期限は１１月末とす

る．実行委員会は査読依頼・編集を行う． 

 

５．実行委員会 

ロバート・ゲラー（委員長、東京大学大学院理学系研究科） 

井出 哲（東京大学大学院理学系研究科） 

小原 一成（東京大学地震研究所） 

津村 建四朗（地震予知総合研究振興会） 

松浦 律子（地震予知総合研究振興会） 

 

備考：実行委員会の全作業終了後，シンポジウムのホームページは日本地震学会の公式

ホ ー ム ペ ー ジ に 移 動 す る 予 定 で ， 現 在 の リ ン ク

（http://www-solid.eps.s.u-tokyo.ac.jp/~ssj2012/）は無効となる． 

  

http://www-solid.eps.s.u-tokyo.ac.jp/~ssj2012/
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日時：2012年 10月 16日（火） 16:00～20:00 

場所：函館市民会館大ホール（http://www.zaidan-hakodate.com/kaikan/） 

 

16:00-16:10    小山順二 （北海道大学）  開会挨拶 

16:10-16:40    01 津村建四朗 （地震予知総合研究振興会)    

「ブループリント」と「地震予知計画」―成果と問題点再考―  

16:40-17:10    02 平田直 （東京大学地震研究所） 

       地震予知のための観測研究の歩み－阪神・淡路大震災以降 

17:10-17:40    03 ロバート・ゲラー （東京大学大学院理学系研究科） 

       避けて通れない予知研究の総括 

17:40-17:55    休憩  

     

17:55-18:25   04 金森博雄 （Seismological Laboratory, California Institute of 

Technology） 

ブループリントの目的と将来の方向 

18:25-18:45   05 日野亮太 （東北大学大学院理学研究科） 

海陸統合観測網の時代～青写真と現実～ 

18:45-19:05   06 中谷正生 （東京大学地震研究所） 

地震発生物理と前兆現象 

19:05-19:20  松浦律子 （地震予知総合研究振興会)  

総合討論の課題整理 

19:20-19:50  総合討論  

19:50-20:00  加藤照之 （東京大学地震研究所） 閉会挨拶 

http://www.zaidan-hakodate.com/kaikan/
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“Blueprint” for Earthquake Prediction and “Earthquake Prediction Project” 
—Reconsideration of their results and problems— 

Kenshiro Tsumura (ADEP) 
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Progress of Observation and Study for Earthquake Prediction 

- After the Kobe Earthquake  - 
 

Naoshi Hirata (ERI) 
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Prediction Research to Date: The Verdict
Robert J. Geller (University of Tokyo)
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Blueprint Objectives and Future Directions 
Hiroo Kanamori (California Institute of Technology) 
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Nation-wide network goes beyond coasts 
#R. Hino, (Tohoku Univ.) 
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Physics of earthquake occurrence and precursory phenomena 
# Masao Nakatani1    
1ERI 
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